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編集後記
　窮理図解38号では、「やわらかいインタフェース」を研究されている杉浦裕太准教
授を特集いたしました。木の風合いを生かした素敵な研究室の様子もお楽しみいただ
けたかと思います。
　研究・教育においてもコミュニケーションを重視されているという先生は、本当に
「人」がお好きで、私達の生活をより良くする問題解決を目指されているように感じま
した。本理工学部で学んだことや研究されたことが、実生活・社会においてどのよう
に生かされているかを、この冊子を通して見つけていただければと存じます。
� （中山 翠）

　インタビューでもお話した通り、中学で
は剣道部、高校ではフェンシング部に所
属していました（4ページ）。高校ではイン
ターハイに出場して、北京オリンピックで
銀メダルを獲得した太田雄貴さんのチー
ムと団体戦で対戦しました。その試合に
は負けてしまいましたが…。実際にプレー
をしていた当時はあまり深く考えていませ
んでしたが、フェンシングはテクノロジー
をいち早く取り入れたユニークな競技なの
です。
　この競技の歴史は古く、第1回オリン
ピックで実施された競技の１つでもありま
す。フェンシングはご存知の通り、剣を突

き合う競技で、複数の種目があって、そ
れぞれ剣の種類や有効面が異なります。
フェンシングは剣の速度が極めて速く、競
技レベルが上がれば上がるほど審判（人
間）の目で正確な判定を行うのが困難で
曖昧になっていたため、以前は判定に関
連してさまざまな紛争が生じていました。
　この問題を解決するため、1936年の
エペ種目において電気審判機が導入され、
剣が有効な面に触れているかどうかを正
確に判定できるようになりました。これに
よって公平性が確保され、競技人口が爆
発的に増加したと言われています。現在
では、さまざまな競技で電子的な判定が
導入されています。テクノロジーが、競技
者と審判の間に入り込み、競技に公平性
を提供し、結果的に競技をよりエキサイ
ティングなものにしていますが、フェンシ
ングはその先駆的な競技と言えます。

フェンシングと
テクノロジー
杉浦裕太

　また、私がフェンシングをプレーしなく
なった後に、ルールの変更がありました。
それまでは剣のしなやかさを利用して、剣
を振って相手の背中に突き刺すような攻
撃が多く行われていました。一方で、この
技は、本来の剣で戦う動作とは大きく異
なっています。フェンシングは剣先に一定
の圧力を加えるとポイントと判定される仕
組みですが、この判定に必要な圧力の基
準を変更したのです。
　その結果、フェンシングは、本来の騎
士の戦い方に近いかたちになりました。こ
のような戦い方が美しいのだという考え
が、長い歴史を持つ競技においても大胆
なルール変更をしてしまうのです。
　私は、このように伝統と先進の２つの
側面を持つフェンシングの魅力を再確認
し、今でもオリンピックなどのテレビ放送
が行われる際には楽しく観戦しています。
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理 工 学 I n f o r m a t i o n

　2020年・2021年度はオンライン開催となっていた慶
應科学技術展KEIO	TECHNO-MALLは、	昨年、東京国際
フォーラムでの現地開催に復帰しました。そして今年も
2023年12月15日（金）東京国際フォーラムから慶應義
塾の研究を発信します。
　理工学部・理工学研究科、医学部に加え、2023年度
はSFC、イノベーション推進本部（スタートアップ部門）
からも参加予定です。前年度に引き続き、AI、ロボット・
システム、医療・ヘルスケア、ものづくり、エレクトロニ
クス、ナノ・マテリアル、環境・エネルギー、情報・通信、
バイオテクノロジー、社会基盤、基礎科学、慶應発ベン
チャーの情報をみなさまにお届けいたします。
10月中旬頃、右記のホームページ上に来場者募集のご
案内を掲載します。

KEIO TECHNO-MALL 2023（第24回慶應科学技術展）
「新たなコラボレーションを創出する「人
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」の場―大変革時代におけるチャンスとチャレンジ―」
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